
平和といのち、くらしを壊す、大軍拡に反対する意見書 

 

高市早苗首相は１０月２４日、所信表明演説で「主体的に防衛力の抜本的強化を進

める」として、２０２７年度に軍事費を国内総生産（ＧＤＰ）比２％（約１１兆円）に

増額する目標について「補正予算と合わせて今年度中に前倒しで措置する」と表明し

ました。１０月２８日の日米首脳会談では、高市首相が「主体的に防衛力を強化し、防

衛費の増額に引き続き取り組んでいく」と伝え、トランプ米大統領は日本の軍事費増

額や米国製武器の購入を促しました。そして会談後、高市首相は米空母上で大軍拡を

対米公約しました。 

 すでに日本の軍事費は、安保３文書に基づく２３年度以降のわずか３年間で、防衛

省の当初予算だけで３．３兆円増加し、教育予算（文教費）の２倍以上になっていま

す。 

 軍事費増額を急ぐ背景には、トランプ大統領の存在があります。米政権は同盟国に

軍事費増額を迫っており、日本にはＧＤＰ比３.５％（２１兆円）への増額を要求して

います。社会保障切り捨て、大増税、さらに赤字国債の大増発は避けられません。 

また大軍拡と一体に、他国への攻撃ができる長距離射程ミサイルを持つことなど敵

基地攻撃能力の保有や弾薬庫の新増設、日米共同訓練の強化が進められおり、周辺住

民は不安を募らせています。同時にこれらは周辺国の不信をあおり、脅威を与え、軍拡

競争を加熱させることになります。対話と外交により、戦争を起こさせないことこそ

政治のやるべき責務です。 

 よって、国会及び政府に対し、次の事項を実現するよう強く要請します。 

 

一、平和、いのち、くらしを壊す大軍拡となる軍事費の増額を行わないこと。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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